
高
野
義
雄
弁
護
士
は
、
準
備

書
面
（
62
）
で
「
火
山
の
問
題
・

そ
の
２
‐
火
山
噴
出
物
に
よ
る

電
源
喪
失
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
高
野
弁
護

士
は
「
火
山
灰
が
降
る
と
外
部
電
源
が
喪
失
す
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
東
電
は
、
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
で
対
処
す
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
高
野
弁
護
士
は
「
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

は
火
山
灰
で
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
が
目

詰
ま
り
を
す
る
と
閉
塞
し
、
機
能

が
停
止
す
る
」
と
東
電
の
矛
盾
を

追
及
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
野
弁

護
士
は
「
新
潟
焼
山
が
噴
火
し
た

場
合
、
火
砕
流
は
日
本
海
ま
で
流

れ
出
て
、
火
砕
流
の
中
の
軽
石
が

海
流
に
乗
っ
て
本
件
原
発
に
も
流

れ
着
く
。
そ
の
と
き
、
設
計
条
件

を
超
え
る
粒
径
の
軽
石
に
よ
り
、

冷
却
海
水
系
統
が
閉
塞
し
て
、
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷
却

機
能
が
失
わ
れ
、
作
動
し
な
く
な

る
」
と
解
説
し
ま
し
た
。

和
田
光
弘
弁
護
団
長
は
、
準
備

書
面
（
63
）
で
「
被
告
の
『
過
小

評
価
』
を
考
え
れ
ば
『
ク
リ
フ
エ
ッ

ジ
』
は
限
界
値
と
み
る
べ
き
」
を

訴
え
、
東
電
の
準
備
書
面
（
28
）
に
反
論
し
ま
し
た
。

東
電
は
「
ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
に
到
達
し
て
も
、
施
設
・

機
器
は
な
お
破
損
を
免
れ
る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
和
田
弁
護
士
は
「
被
告
は
本
件
原
発
で

安
全
を
犠
牲
に
し
『
過
小
評
価
』
を
繰
り
返
し
て
い

る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
本
件
原
発
を
襲
う
地
震
動

は
、
当
初
、
最
大
地
震
動
で
220
ガ
ル
、
設
計
限
界
地

震
動
で
450
ガ
ル
と
推
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
越
沖

地
震
で
は
そ
れ
を
超
え
る
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
１
２
０
９
ガ
ル
、
２
３
０
０
ガ
ル
を
想
定
し

て
い
ま
す
が
、
海
域
の
活
断
層
を
過
小
に
見
積
も
っ

て
の
数
値
で
す
。
神
戸
大
の
石
橋
克
彦
名
誉
教
授
は
、

海
域
の
活
断
層
を
最
大
70
キ
ロ
と
し
、
Ｍ
７
・
５
程

度
の
地
震
を
発
生
さ
せ
る
能
力
を
有
す
る
と
評
価
し
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発行元

東電・柏崎刈羽原発差止め

市民の会

新潟市中央区白山浦１－

２３８－６

TEL/FAX

０２５-２８８-６６１１

市民の会年会費 1,000円

２
０
１
８
年
9
月
18
日
、
柏
崎
刈
羽
原
発
運
転
差
止
請
求
訴
訟
の
第
24
回
口
頭
弁

論
期
日
が
新
潟
地
裁
で
開
か
れ
、
原
告
・
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
約
50
人
が
傍
聴
行
動
に

参
加
し
ま
し
た
。

弁
護
団
か
ら
の
主
張

第
24
回
口
頭
弁
論

報告集会の様子

新潟地裁まで入廷行動



て
お
り
、
東
電
の
想
定
以
上
の
揺
れ
が
襲
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
和
田
弁
護
士
は
「
『
過
小
評
価
』
の

地
震
動
で
作
ら
れ
た
施
設
・
設
備
・
機
器
は
安
全
性
・

機
能
性
を
維
持
で
き
る
の
か
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

海
津
諭
弁
護
士
は
「
①
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設
備
と

液
状
化
評
価
、
②
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設
備
周
辺
の
地

層
分
布
、
③
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設
備
の
地
震
応
答
解

析
、
④
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設
備
以
外
の
設
備
の
今
後

の
具
体
的
な
対
策
」
の
4
点
に
つ
い
て
、
求
釈
明
を

申
し
立
て
ま
し
た
。

次
回
弁
論
期
日
は
12
月
13
日
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
会
の
会
員
数
は
、
現
在
、
約
千
五
百
人
を

推
移
し
て
い
ま
す
。
会
費
納
入
者
数
は
年
々
減
少
し

て
お
り
、
新
規
サ
ポ
ー
タ
ー
の
獲
得
が
差
し
迫
っ
た

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
初
二
千
人
の
会
費
で

財
政
を
想
定
し
て
お
り
、

こ
の
間
、
カ
ン
パ
に
よ
っ

て
財
政
が
賄
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
新
規
サ
ポ
ー

タ
ー
の
獲
得
と
共
に
皆

様
の
カ
ン
パ
を
改
め
て

お
願
い
し
ま
す
。

東
京
地
裁
で
争
わ
れ

て
い
る
東
京
電
力
福
島

原
発
事
故
刑
事
裁
判
が

大
詰
め
を
迎
え
て
お
り
、

年
度
内
に
結
審
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民

の
会
な
ど
の
主
催
で
、

新
潟
県
内
3
か
所
で
報

告
集
会
を
11
月
に
予
定

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
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第２５回口頭弁論期日のご案内
日時：２０１８年１２月１３日（木）午後３時～

場所：新潟地方裁判所

【入廷者募集要領】

（１）応募方法：氏名（ふりがな）、住所、連絡先（電話、ＦＡＸ、メール

アドレス）、原告／サポーターの別を明記し、件名に「入廷希望」と

明記の上、以下の応募先までご応募ください。

応募先：水内基成法律事務所

（ＦＡＸ ０２５－２２５－３１４８、メールm-mizu@theia.ocn.ne.jp ）

応募締切：２０１８年１２月４日（火）午後５時（厳守）

（２）入廷者の決定方法

・応募者多数の場合は、原告・入廷経験の無い方を優先して抽選します。是

非ともこれまでに入廷したことのない方からもご応募いただきたく、お待ち

しています。入廷していただける方にのみ、集合場所・集合時刻等の詳細を

ご連絡します。抽選から漏れた方にはご連絡しませんので、ご了承ください。

（３）裁判前集会、報告集会・記者会見

・当日は、以下のとおり集会を開催予定です。場所はいずれも白山会館
（新潟市中央区一番堀通町1－1 ☎025－228－2977）。入廷できない

方も含め、多数のご参加をお願いします。

午後２時～ 裁判前集会（弁護団から裁判の概略をご説明します）

午後４時１５分頃～（裁判終了後） 報告集会・記者会見

【裁判所が実施する一般傍聴券配布の抽選について】

裁判の当日、裁判所が一般傍聴券の配布や抽選を実施する場合がありますの

で上記にて応募し落選された方も、そちらへの参加をご検討ください。

市民の会のカンパを募っていま

す。ネットサイトの充実、グッ

ズ作成など、市民の会を広げる

活動に活かしていきたいと思い

ます。

☆郵便振替

口座番号

００５２０－３－５３４２１

口座名称 東電・柏崎刈羽原発

差止め市民の会

＊通信欄に「カンパ」と記入を

お願いします。皆様のご協力よ

ろしくお願いします。

東電福島原発事故刑事裁判報告会
～責任はどこに？！～

講師：福島原発刑事訴訟支援団団長・佐藤和良氏（いわき市議）

①新潟市開催

日時：11月24日（土）13時半～15時半

会場：勤労福祉会館2階（新潟市中央区新光町６－２）

②柏崎開催

日時：11月24日（土）18時半～20時半

会場：柏崎市市民プラザ「波のホール」（柏崎市東本町1-3-24)

③上越開催

日時：11月25日（日）13時半～15時半

会場：上越市市民プラザ第2会議室（上越市土橋1914-3）


